
　

4
月
以
降
の
介
護
報
酬
、診
療
報
酬
が

同
時
改
定
さ
れ
た
。狙
い
は
在
宅
介
護
・
在

宅
療
養
の
推
進
と
い
う
20
年
来
の
懸
案
で

あ
る
。両
輪
を
そ
ろ
え
て
回
し
、前
人
未
踏

の
少
子
長
命
化
を
乗
り
切
れ
る
か
ど
う
か
。

「
施
設
志
向
」に
歯
止
め
を
か
け
る

　

介
護
保
険
法
一
部
改
正
と
そ
の
報
酬
設

定
で
、代
表
的
な“
目
玉
商
品
”は「
定
時
巡

回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
」だ
。こ

ん
な
役
所
用
語
が
審
議
会
を
含
め
平
然
と

通
る
の
に
呆
れ
る
が
、ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

と
ナ
ー
ス
の
パ
ト
ロ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
。ド
イ
ツ
で
は
類
似
の
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
を「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」（
英

訳
）と
呼
ん
で
い
る
。

　

従
来
の
訪
問
介
護
は
30
分
～
90
分
が
基

本
に
さ
れ
た
が
、看
護
師
を
含
め
て
5
～

20
分
程
度
の
サ
ー
ビ
ス
を
何
回
も
提
供
す

る（
定
時
巡
回
）。体
調
不
良
等
の
訴
え
が

あ
れ
ば
24
時
間
対
応
で
駆
け
つ
け
る（
随

時
対
応
）。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
も
入
居
者
に

職
員
が
張
り
付
く
わ
け
で
は
な
く
、起
床
・

排
泄
・
食
事
・
リ
ハ
ビ
リ
・
入
浴
・
就
寝
と
そ

の
都
度
ケ
ア
を
繰
り
返
し
1
対
1
の
ケ
ア

は
計
2
～
3
時
間
程
度
と
言
わ
れ
る
。自

宅
群
を
特
養
ホ
ー
ム
の
部
屋
と
想
定
し
、

そ
こ
へ
出
前
サ
ー
ビ
ス
を
ひ
ん
ぱ
ん
に
提

供
す
れ
ば
施
設
志
向
を
一
定
程
度
は
抑
え

ら
れ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の「
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
」も

同
じ
狙
い
だ
。通
所
・
訪
問
・
一
時
宿
泊
を

担
当
す
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
と

訪
問
看
護
を
組
み
合
わ
せ
る
。や
は
り
看

護
サ
ー
ビ
ス
を
加
え
、い
ざ
と
い
う
時
の

安
心
感
を
持
っ
て
も
ら
う
。

将
来
は
限
度
額
引
き
上
げ
を
迫
る

　

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
の
報
酬
は
定
額

制
で
、要
介
護
1
の
月
額
9
万
2
7
0
0 

円
か
ら
要
介
護
5
の
30
万
4
5
0
0
円

（
看
護
師
を
雇
う「
一
体
型
」の
場
合
。訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の「
連
携
型
」は
要

介
護
1
の
6
万
6
7
0
0
円
～
同
5
の

26
万
7
0
0
0
円
。い
ず
れ
も
各
種
加
算

あ
り
。利
用
料
金
は
こ
の
報
酬
額
の
1
割

分
）。

　

要
介
護
度
ご
と
の
支
給
限
度
額
に
占
め

る「
一
体
型
」の
報
酬
割
合
は
要
介
護
1
で

は
56
％
だ
が
、同
4
～
5
で
は
8
割
を
超

え
、残
額
で
使
え
る
の
は
電
動
ベ
ッ
ド
等

■
介
護
・
診
療
報
酬
の
同
時
改
定

宮
武 

剛 

の  

社
会
保
障  

言 

論

い
か
に「
車
の
両
輪
」を

	

そ
ろ
え
、動
か
す
か

い
か
に「
車
の
両
輪
」を

	

そ
ろ
え
、動
か
す
か



■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
。毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県

立
大
学
教
授
を
経
て
、 

現
在
、目
白
大
学
教
授
。

近
刊
に『
現
代
の
社
会
福
祉
　
1
0
0
の
論
点
』（
監
修
・
共
著
、全
国

社
会
福
祉
協
議
会
刊
）。

の
福
祉
用
具
貸
与
ぐ
ら
い
に
な
る（
図
参

照
）。も
ち
ろ
ん
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
時

は
、そ
の
日
数
分
の
費
用
が
報
酬
か
ら
差

し
引
か
れ
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
1

日
相
当
額
は
正
規
の
3
分
の
2
に
報
酬
が

割
り
引
か
れ
る
。

　

要
介
護
4
、5
で
は
特
養
ホ
ー
ム
入
居

費
と
同
レ
ベ
ル
の
報
酬
設
定
に
な
り
、こ

の
サ
ー
ビ
ス
に
託
す
厚
労
省
の
意
気
込
み

が
う
か
が
え
る
。た
だ
し
、普
及
に
は
い
く

つ
も
の
課
題
が
あ
る
。事
業
所
参
入
は
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
に
加
え
看
護
師
の
確
保
が
絶

対
的
な
条
件
に
な
る
。自
前
で
は
雇
え
な

い
場
合
は
連
携
先
を
見
つ
け
る
こ
と
に
な

る
が
、訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
全
国

5
0
0
0
箇
所
の
目
標
に
比
べ
、な
お
半

数
強
の
普
及
に
と
ど
ま
る
。

　

重
度
の
利
用
者
に
と
っ
て
1
日
5
～
6

回
の
訪
問
は
頼
り
に
な
る
が
、独
り
暮
ら
し
、

夫
婦
と
も
重
度
の
場
合
は
支
給
限
度
額
を

超
え「
生
活（
家
事
）援
助
」を
全
額
自
己
負

担
で
求
め
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。支
払

い
能
力
の
あ
る
世
帯
対
象
の
サ
ー
ビ
ス
と

割
り
切
る
か
、将
来
的
に
支
給
限
度
額
自

体
の
引
き
上
げ
を
図
る
か
、論
議
に
な
る
。

お
金
で
誘
導
す
る
方
策
の
限
界
も

　

診
療
報
酬
の
改
定
も
医
療
と
介
護
の
連

携
、在
宅
医
療
の
充
実
へ
重

点
配
分
さ
れ
る
。

　

そ
の
中
軸
に
な
る「
在
宅

療
養
支
援
診
療
所
」（
全
国

約
1
万
2
0
0
0
）に
対
し
、

時
間
外
対
応
の
加
算（
30
円

を
50
円
）、
常
勤
医
師
3
人

以
上
で
緊
急
往
診
や
看
取

り
の
実
績
が
あ
れ
ば
加
算

（
無
床
で
6
5
0
0
円
か
ら

7
5
0
0
円
）。在
宅
で
の
緩

和
ケ
ア
促
進
へ「
が
ん
専
門

訪
問
看
護
料
」も
新
設（
1
万
2
8
5
0
円
）

等
と
手
厚
い
。

　

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
は
か
な
り
増
え

た
も
の
の
、ほ
ぼ
半
数
は
1
年
間
で
看
取

り
ゼ
ロ
。複
数
の
医
師
配
置
や
地
域
で
の

開
業
医
当
番
制
、看
護
師
の
当
直
体
制
等

の
補
強
が
必
要
な
状
態
に
あ
る
。

　

す
で
に「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」

（
素
案
）で
も
病
院
の
機
能
分
化
・
入
院
期

間
の
短
縮
・
自
宅
療
養
・
介
護
の
飛
躍
的
な

受
け
入
れ
整
備
が
打
ち
出
さ
れ
た
。い
わ

ば
地
域
に
散
在
す
る
自
宅
、ケ
ア
ハ
ウ
ス

等
を「
病
室
」や
特
養
ホ
ー
ム
の「
個
室
」と

想
定
し
、医
療
・
介
護
の
出
前
サ
ー
ビ
ス
で

支
え
る
取
り
組
み
だ
。

　

こ
の
壮
大
な
実
験
に
、報
酬
と
い
う
ニ

ン
ジ
ン
を
ぶ
ら
下
げ
て
誘
導
す
る
伝
統
的

な
手
法
が
通
用
す
る
か
ど
う
か
。失
敗
に

終
わ
れ
ば
、か
か
り
つ
け
医
制
度
の
義
務

化
や
特
養
ホ
ー
ム
入
居
の
厳
格
化
へ
走
ら

ざ
る
を
得
な
い
事
態
が
待
ち
受
け
る
だ
ろ

う
。

要介護 5

35.83 万円支給限度月額………

30.45
万円

85％

要介護 4

30.6 万円

25.31
万円

83％

要介護 3

26.75 万円

20.72
万円

77％

要介護 2

19.48 万円

13.92
万円

71％

16.58 万円

要介護 1

9.27
万円

58％

………定額報酬

支給限度額に
占める割合………

「定時巡回・随時対応型」の月額報酬と支給限度額
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